
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）で表される界面活性剤又は下記式（２）で表される界面活性剤、ジプロピ
レングリコール、着色剤、及び、水を含有することを特徴とするインクジェット記録用水
性インク。
【化１】
　
　
　
　
　
　
式（１）中、Ｒはアルキル基を表し、ｘ＋ｙ＝５～１５の整数を表す。
【化２】
　
　
　
　
式（２）中、ｚは９以下の整数を表す。
【請求項２】
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【請求項３】
　

【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェットプリンターに用いるインクジェット記録用水性インクに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット記録方式は、静電吸引方式；圧電素子等を用いてインクに機械的振動又は
変位を与える方式；インクを加熱することにより気泡を発生させ、その時の圧力を利用す
る方式等のインク吐出方式によりインク小滴を形成し、それらの一部又は全部を紙等の被
記録材に付着させて記録を行うものである。
【０００３】
このようなインクジェット記録方式に使用するインクジェット記録用水性インクとしては
、水溶性染料又は顔料を、水又は水と水溶性有機溶剤からなる液媒体に溶解又は分散させ
たものが使用されている。インクジェットプリンターのノズルやオリフィスで目詰まりす
ることなく安定した吐出を行い、長時間にわたって良好な記録を行うために、このインク
ジェット記録用水性インクには、粘度、表面張力及び密度等の物性値が適当な値であるこ
と；熱等により析出物が生じたり、物性値が変化したりしないこと；記録画像が耐水性や
耐光性に優れていること等が要求される。
【０００４】
しかしながら、従来のインクジェット記録用水性インクでは、インクジェットプリンター
に新品のインクカートリッジを装着して印字を開始する際に、記録ヘッドの狭いインク流
路中にインクがスムーズに入ることができず、不吐出等の吐出不良を生じることがあると
いう問題があった。このため、インクジェットプリンターにおいて、記録ヘッドノズルの
不吐出等を防止して良好な記録を行うためには、記録ヘッドノズル内でのインクのぬれ性
を向上して、記録ヘッド内への初期導入性を改善する必要があった。
【０００５】
また、インクジェットプリンターにより記録を行う際にインクの滲みのない良好な印字品
質を得るために、インクジェット専用紙が使用されるが、近年、ランニングコストや環境
への配慮からインクジェット専用紙よりも普通紙への記録需要が高まってきている。更に
、インクジェットプリンターの家庭向け及びオフィス向け市場では、モノクロのインクジ
ェットプリンターよりもカラーインクジェットプリンターの需要が圧倒的に多く、今やカ
ラーインクジェットプリンターが当たり前の時代となっている。これに対して、従来のイ
ンクジェット記録用水性インクでは、普通紙に記録されたときに、印字品質が充分でない
という問題があった。
【０００６】
普通紙への印字品質が充分でない主な要因としては、第一に、インクが記録紙中に浸透す
る際に記録紙の表面に沿って不均一に広がり、画像部のエッジがギザギザになってしまい
、シャープな画像部のエッジが得られないというフェザリングを挙げることができ、第二
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前記式（１）で表される界面活性剤又は前記式（２）で表される界面活性剤の配合量が
、前記インクジェット記録用水性インクの全量に対して０．０１～１０重量％であること
を特徴とする請求項１記載のインクジェット記録用水性インク。

前記ジプロピレングリコールの配合量が、前記インクジェット記録用水性インクに対し
て１～２０重量％であることを特徴とする請求項１又は２記載のインクジェット記録用水
性インク。

前記着色剤の配合量が、前記インクジェット記録用水性インク全量に対して０．１～２
０重量％であることを特徴とする請求項１、２又は３記載のインクジェット記録用水性イ
ンク。



に、異なった色同士が隣接する部分（以下、境界部ともいう）でインク同士が混合し、双
方のインクが滲んで印字品質が悪化するというカラーブリードを挙げることができる。
【０００７】
従来、記録ヘッド内への初期導入性の改善、フェザリングやカラーブリードの防止に対し
て多くの手法が用いられてきた。記録ヘッド内への初期導入性を改善するためには、例え
ば、界面活性剤を適量添加することにより表面張力を最適値まで下げ、記録ヘッド内部へ
のぬれ性を向上させる方法が一般に広く用いられてきた。しかしながら、この方法で得ら
れたインクは、表面張力が低下するとともに、記録紙へのぬれ性も高まり、フェザリング
を起こしやすいという問題があった。
【０００８】
フェザリングを防止するためには、表面張力を高くする方法が一般に広く用いられてきた
。具体的には、例えば、インクの表面張力を４０ｍＮ／ｍ以上にして記録紙の表面に沿っ
たインクの浸透を抑制してフェザリングを防止する技術が特開平８－２５９８６４号公報
において開示されている。しかしながら、この方法で得られたインクは、記録紙へのぬれ
性が低下してカラーブリードが発生したり、記録紙上でのインクの乾燥性が低下したり、
記録ヘッド内への初期導入性が悪化したりするという問題があった。
【０００９】
カラーブリードを防止するためには、浸透剤としてジエチレングリコールモノブチルエー
テル等の多価アルコールのアルキルエーテルを配合する方法や界面活性剤を配合する方法
が一般に広く用いられてきた。具体的には、例えば、インク中に浸透剤と界面活性剤とを
添加し、表面張力を下げて紙内部への浸透性を高め、カラーブリードを防止する技術が特
開平８－２８３６３１号公報において開示されている。しかしながら、この方法で得られ
たインクは、フェザリングを抑制することができないという問題があった。
【００１０】
このように、従来のインクジェット記録用水性インクでは、記録ヘッド内への初期導入性
の改善と、フェザリング及びカラーブリードの防止による印字品質の改善とを両立するこ
とができず、充分な印字品質を得ることができないという問題があった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、記録ヘッド内への初期
導入性が良好であり、普通紙に記録してもフェザリングとカラーブリードとを同時に低減
できるインクジェット記録用水性インクを提供することを目的とするものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は、下記式（１）で表される界面活性剤又は下記式（２）で表される界面活性剤、
ジプロピレングリコール、着色剤、及び、水を含有するインクジェット記録用水性インク
である。
【００１３】
【化３】
　
　
　
　
　
　
【００１４】
式（１）中、Ｒはアルキル基を表し、ｘ＋ｙ＝５～１５の整数を表す。
【００１５】
【化４】
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【００１６】
式（２）中、ｚは９以下の整数を表す。以下に本発明を詳述する。
【００１７】
本発明のインクジェット記録用水性インクは、下記式（１）で表される界面活性剤又は下
記式（２）で表される界面活性剤を含有する。下記式（１）で表される界面活性剤又は下
記式（２）で表される界面活性剤は、フェザリング、カラーブリードにより印字品質を悪
化させることなく、本発明のインクジェット記録用水性インクの表面張力を良好な記録ヘ
ッド内への初期導入性が得られる最適値まで低下させるものである。
【００１８】
【化５】
　
　
　
　
　
　
【００１９】
上記式（１）中、Ｒはアルキル基を表し、ｘ＋ｙ＝５～１５の整数を表す。上記ｘ＋ｙが
５未満であると、水への溶解度が低いため、使用範囲が限られ、汎用性に欠ける。上記ｘ
＋ｙが１５を超えると、表面張力を低下させる力が弱くなり、多量添加となるため、シャ
ープな画像部のエッジを保つことが困難になる。
【００２０】
【化６】
　
　
　
　
【００２１】
上記式（２）中、ｚは９以下の整数を表す。上記ｚが９を超えると、表面張力を低下させ
る力が弱くなり、多量添加となるため、シャープな画像部のエッジを保つことが困難にな
る。
【００２２】
上記式（１）で表される界面活性剤としては特に限定されず、例えば、ポリオキシエチレ
ンオレイルアミン、ポリオキシエチレンラウリルアミン等のポリオキシエチレンアルキル
アミン等を挙げることができる。かかる界面活性剤のうち市販されているものとしては、
例えば、エソミンＣ／１５（ｘ＋ｙ＝５）、エソミンＣ／２０（ｘ＋ｙ＝１０）、エソミ
ンＣ／２５（ｘ＋ｙ＝１５）、エソミンＳ／１５（ｘ＋ｙ＝５）、エソミンＳ／２０（ｘ
＋ｙ＝１０）、エソミンＳ／２５（ｘ＋ｙ＝１５）、エソミンＴ／１５（ｘ＋ｙ＝５）、
エソミンＴ／２０（ｘ＋ｙ＝１０）、エソミンＴ／２５（ｘ＋ｙ＝１５）（以上、ライオ
ンアクゾ社製）等を挙げることができる。
【００２３】
上記式（２）で表される界面活性剤としては特に限定されず、例えば、ポリオキシエチレ
ン（３）ラウリルエーテル、ポリオキシエチレン（４）ラウリルエーテル、ポリオキシエ
チレン（４，１）ラウリルエーテル、ポリオキシエチレン（４，９）ラウリルエーテル、
ポリオキシエチレン（６，０）ラウリルエーテル等を挙げることができる。かかる界面活
性剤のうち市販されているものとしては、例えば、エマルゲン１０３、エマルゲン１０４
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Ｐ、エマルゲン１０５、エマルゲン１０６、エマルゲン１０８（以上、花王社製）等を挙
げることができる。
【００２４】
上記式（１）で表される界面活性剤又は上記式（２）で表される界面活性剤の本発明のイ
ンクジェット記録用水性インクにおける配合量は本発明のインクジェット記録用水性イン
クの全量に対して０．０１～１０重量％であることが好ましい。０．０１重量％未満であ
ると、記録ヘッドへのインクのぬれ性が低くなり、記録ヘッド内への初期導入性が悪くな
る。１０重量％を超えると、インクが記録ヘッドのノズル周りを不均一にぬらしてインク
の安定吐出ができにくくなる。より好ましくは０．１～３重量％である。
【００２５】
本発明のインクジェット記録用水性インクは、ジプロピレングリコールを含有する。上記
ジプロピレングリコールは、本発明のインクジェット記録用水性インクの記録紙への浸透
性に大きく関与しており、グリコールエーテル等の一般的な浸透剤と比較して記録紙への
浸透速度は遅く、画像部のエッジのシャープさを保つために最適な溶剤である。
【００２６】
上記ジプロピレングリコールの本発明のインクジェット記録用水性インクにおける配合量
は本発明のインクジェット記録用水性インクに対して１～２０重量％であることが好まし
い。１重量％未満であると、本発明のインクジェット記録用水性インクの記録紙への浸透
速度が遅く、乾燥時間が長くなり、カラーブリードを生じることがある。２０重量％を超
えると、本発明のインクジェット記録用水性インクの記録紙への浸透が激しくなり、記録
紙の裏にまでインクが達したり、フェザリングを生じたりすることがある。好ましくは３
～１５重量％である。
【００２７】
本発明のインクジェット記録用水性インクは、着色剤を含有する。上記着色剤としては特
に限定されず、例えば、水溶性染料、顔料等を挙げることができる。上記水溶性染料とし
ては特に限定されず、例えば、直接染料、酸性染料、塩基性染料、反応性染料等を挙げる
ことができる。なかでも、鮮明性、水溶性、安定性、耐光性等の性能を満たす好適なもの
としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック１７、１９、３２、５１、７１、１０８
、１４６、１５４、１６８；Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー６、２２、２５、７１、８６、９
０、１０６、１９９；Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド１、４、１７、２８、８０、８３、２２
７；Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー１２、２４、２６、８６、９８、１３２、１４２；Ｃ．
Ｉ．ダイレクトオレンジ３４、３９、４４、４６、６０；Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレッ
ト４７、４８；Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラウン１０９；Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン５９；
Ｃ．Ｉ．アシッドブラック２、７、２４、２６、３１、５２、６３、１１２、１１８；Ｃ
．Ｉ．アシッドブルー９、２２、４０、５９、９３、１０２、１０４、１１３、１１７、
１２０、１６７、２２９、２３４；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１、６、３２、３７、５１、
５２、８０、８５、８７、９２、９４、１１５、１８１、２５６、２８９、３１５、３１
７；Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１１、１７、２３、２５、２９、４２、６１、７１；Ｃ．
Ｉ．アシッドオレンジ７、１９；Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット４９；Ｃ．Ｉ．ベーシッ
クブラック２；Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１、３、５、７、９、２４、２５、２６、２８
、２９；Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１、２、９、１２、１３、１４、３７；Ｃ．Ｉ．ベー
シックバイオレット７、１４、２７；Ｃ．Ｉ．フードブラック１、２；Ｃ．Ｉ．リアクテ
ィブブラック１、３、５、６、８、１２、１４；Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー１、２、
３、１３、１４、１５、１７；Ｃ．Ｉ．リアクティブオレンジ２、５、７、１６、２０、
２４；Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド６、７、１１、１２、１５、１７、２１、２３、２４
、３５、３６、４２、６３、６６、１８０；Ｃ．Ｉ．リアクティブバイオレット２、４、
５、８、９；Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー２、５、７、１２、１３、１４、１５、１７、
１８、１９、２０、２１、２５、２７、２８、３７、３８、４０、４１、７１；Ｃ．Ｉ．
リアクティブグリーン５、７；Ｃ．Ｉ．リアクティブブラウン１、７、１６等を挙げるこ
とができる。
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【００２８】
上記顔料としては水相に分散可能なものであれば特に限定されず、有機顔料、無機顔料と
もに使用できる。上記有機顔料としては特に限定されないが、例えば、アゾレーキ、不溶
性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料等のアゾ顔料；フタロシアニン顔料、ペリ
レン顔料、ペリノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジン顔料、
チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフタロン顔料等の多環式顔料；塩基性染
料型レーキ、酸性染料型レーキ等の染料レーキ；ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニリンブ
ラック昼光蛍光顔料等が好適に用いられる。上記無機顔料としては特に限定されず、例え
ば、カーボンブラック、酸化チタン、酸化鉄等が好適に用いられる。上記水溶性染料及び
上記顔料は、それぞれ単独で用いられてもよく、水溶性染料同士、顔料同士、又は、水溶
性染料と顔料との組み合わせで２種以上が併用されてもよい。
【００２９】
上記着色剤の本発明のインクジェット記録用水性インクにおける配合量は、本発明のイン
クジェット記録用水性インク全量に対して一般に０．１～２０重量％であり、好ましくは
０．３～１５重量％であり、より好ましくは０．５～１０重量％である。
【００３０】
上記水としては、一般の水ではなく、イオン交換水、蒸留水等の純度の高いものが好まし
い。上記水の本発明のインクジェット記録用水性インクにおける配合量は、本発明のイン
クジェット記録用水性インク全量に対して一般に１０～９８重量％であり、好ましくは３
０～９７重量％であり、より好ましくは４０～９５重量％である。
【００３１】
本発明のインクジェット記録用水性インクには、更に必要に応じて、従来公知の各種分散
剤、粘度調整剤、表面張力調整剤、ｐＨ調整剤、防腐防カビ剤等が添加されてもよい。
【００３２】
本発明のインクジェット記録用水性インクは、インクジェットプリンター記録ヘッドのノ
ズルにおけるインクの乾燥を防止するために、液安定性を向上させる物質を含有していて
もよい。上記液安定性を向上させる物質としては特に限定されず、例えば、エチレングリ
コール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、１
，３－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グリセ
リン、１，２，６－ヘキサントリオール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，３－
ブタントリオール、ペトリオール等の多価アルコール類；Ｎ－メチル－２－ピロリドン、
Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミダゾリ
ジノン、ε－カプロラクタム等の含窒素複素環化合物；ホルムアミド、Ｎ－メチルホルム
アミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド類；モノエタノールアミン、ジエタノ
ールアミン、トリエタノールアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルア
ミン等のアミン類；ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオジエタノール等の含硫黄化
合物等を挙げることができる。これらの液安定性を向上させる物質は単独で用いられても
よく、併用されてもよい。上記液安定性を向上させる物質の本発明のインクジェット記録
用水性インクにおける配合量は、本発明のインクジェット記録用水性インクの組成又は所
望される特性に応じて広い範囲で決定されるが、一般に０～４０重量％であり、好ましく
は５～３０重量％である。
【００３３】
本発明のインクジェット記録用水性インクが記録液を帯電させるインクジェット記録方式
に適用される場合には、塩化リチウム、塩化アンモニウム、塩化ナトリウム等の無機塩類
等の比抵抗調整剤が添加されてもよい。また、本発明のインクジェット記録用水性インク
が熱エネルギーの作用によってインクを吐出させるインクジェット記録方式に適用される
場合には、比熱、熱膨張係数、熱電導率等の熱的な物性値が調整されてもよい。
【００３４】
本発明のインクジェット記録用水性インクは、上記式（１）で表される界面活性剤又は上
記式（２）で表される界面活性剤、及び、上記ジプロピレングリコールを含有することに
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より、表面張力を最適な値まで低下させて良好な記録ヘッド内への初期導入性を得ること
ができ、かつ、フェザリング及びカラーブリードを防止できる。
【００３５】
【実施例】
以下に実施例を掲げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれらの実施例のみに限
定されるものではない。
【００３６】
（実施例１）上記式（１）で表される界面活性剤としてエソミンＣ／１５（ライオンアク
ゾ社製、ｘ＋ｙ＝５）を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表１に示した
。なお、ブラックインクの着色剤としては、顔料であるキャボジェット３００ブラック（
キャボット社製）を用いた。
【００３７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
（実施例２）上記式（１）で表される界面活性剤としてエソミンＳ／１５（ライオンアク
ゾ社製、ｘ＋ｙ＝５）を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表２に示した
。
【００３９】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４０】
（実施例３）上記式（１）で表される界面活性剤としてエソミンＴ／２５（ライオンアク
ゾ社製、ｘ＋ｙ＝１５）を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表３に示し
た。
【００４１】
【表３】
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【００４２】
（実施例４）上記式（２）で表される界面活性剤としてエマルゲン１０６（花王社製）を
用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表４に示した。
【００４３】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４４】
（実施例５）上記式（２）で表される界面活性剤としてエマルゲン１０６（花王社製）を
用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表５に示した。
【００４５】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４６】
（比較例１）上記式（１）で表される界面活性剤又は上記式（２）で表される界面活性剤
は使用せず、ジプロピレングリコールを用い、インクセットを調製した。各インクの組成
を表６に示した。
【００４７】
【表６】
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【００４８】
（比較例２）ジプロピレングリコールは使用せず、上記式（１）で表される界面活性剤と
してエソミンＣ／１５（ライオンアクゾ社製、ｘ＋ｙ＝５）を用い、インクセットを調製
した。各インクの組成を表７に示した。
【００４９】
【表７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
（比較例３）ジプロピレングリコールは使用せず、上記式（２）で表される界面活性剤と
してエマルゲン１０６（花王社製）を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を
表８に示した。
【００５１】
【表８】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
（比較例４）浸透剤としてグリコールエーテル系のジエチレングリコールジエチルエーテ
ルを使用し、上記式（１）で表される界面活性剤としてエソミンＣ／２５（ライオンアク
ゾ社製、ｘ＋ｙ＝１５）を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表９に示し
た。
【００５３】
【表９】
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【００５４】
（比較例５）浸透剤としてグリコールエーテル系のトリプロピレングリコールメチルエー
テルを使用し、上記式（２）で表される界面活性剤としてエマルゲン１０６（花王社製）
を用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表１０に示した。
【００５５】
【表１０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５６】
（比較例６）ジプロピレングリコールと、上記式（１）で表される界面活性剤又は上記式
（２）で表される界面活性剤以外の界面活性剤であるオルフィンＥ１０１０（日信化学社
製）とを用い、インクセットを調製した。各インクの組成を表１１に示した。
【００５７】
【表１１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５８】
（評価）実施例１、２、３、４、５及び比較例１、２、３、４、５、６で調製したインク
組成物のそれぞれについて各材料を充分に混合攪拌した。その後、超音波を照射しながら
、真空ポンプを使用してインク容器中を真空状態とし、インクの脱気を行った。脱気した
ブラックインク、イエローインク、マゼンタインク及びシアンインクをそれぞれ記録評価
に使用した。
【００５９】
上記記録は、（Ａ）記録ヘッド内のインクに熱エネルギーを与えて液滴を吐出させて記録
を行うオンデマンドタイプのマルチヘッド（吐出オリフィス径３５μｍ、発熱抵抗体抵抗
値１５０オーム、駆動電圧３０Ｖ、周波数２ｋＨｚ）を有するインクジェットプリンター
；（Ｂ）記録ヘッド内のインクにピエゾ素子振動による圧力を与えて液滴を発生させ、記
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録を行うオンデマンドタイプのマルチヘッド（吐出オリフィス径４０μｍ、駆動電圧３０
Ｖ、周波数１０ｋＨｚ）を有するインクジェットプリンターを用いてそれぞれ行った。
【００６０】
（１）記録ヘッド内への初期導入性の評価
インクカートリッジの交換後にパージ (プリンター本体のポンプによるインクの吸引 )を３
回行ってから記録を行い、全ノズルに対する吐出ノズルの割合から以下の評価基準により
評価した。
◎・・・パージ３回で４色とも吐出ノズルが１００％であった。
○・・・パージ３回で４色とも吐出ノズルが９５％以上であった。

・・・パージ３回で４色とも吐出ノズルが９０％以上であった。
×・・・パージ３回で４色とも吐出ノズルが９０％未満であった。
【００６１】
（２）フェザリング及びカラーブリードの評価
背景なしの単色の文字のみからなる単色部分と、２色のインクを文字色及び背景色として
相互に組み合わせてなる２色部分とからなる画像サンプルを普通紙（Ｘｅｒｏｘ４２００
）に記録した。上記画像サンプルの文字の大きさについては、ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＷｏｒ
ｄ９７において文字のサイズを１１ポイントに設定した。上記画像サンプルのフェザリン
グは、ブラックインク、イエローインク、マゼンタインク及びシアンインクで記録した各
単色部分について、インクの滲みによるラインの乱れの程度と文字の鮮明さにより以下の
基準に基づいて評価した。
◎・・・ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの単色部分でフェザリングがほとんどな
く、文字が鮮明であった。
○・・・ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの単色部分のいくつかで、僅かにフェザ
リングが発生したが、文字は充分に判読できた。
△・・・ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの単色部分のいくつかで、明らかにフェ
ザリングが発生したが、文字は判読できた。
×・・・ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの単色部分のいくつかで、明らかにフェ
ザリングが発生し、文字の判読も困難であった。
【００６２】
上記画像サンプルのカラーブリードは、各２色部分について、境界部での滲みの程度と文
字の鮮明さを、背景なしの文字と比較することにより、以下の基準に基づいて評価した。
◎・・ブラックとカラー及びカラーとカラーの組み合わせでカラーブリードがほとんどな
く、文字が同程度の鮮明さを有していた。
○・・・ブラックとカラー又はカラーとカラーの組み合わせで僅かにカラーブリードが発
生していたが、文字は充分に判読できた。
△・・・ブラックとカラー又はカラーとカラーの組み合わせで明らかにカラーブリードが
発生していたが、文字は判読できた。
×・・・ブラックとカラー又はカラーとカラーの組み合わせで明らかにカラーブリードが
発生し、文字の判読も困難であった。
【００６３】
（３）総合評価
画像サンプルの総合評価は、記録ヘッド内への初期導入性の評価、フェザリングの評価、
及び、カラーブリードの評価のうちで最も悪い評価結果をそのインクの総合評価とした。
具体的には、例えば、記録ヘッド内への初期導入性の評価：×、フェザリングの評価：◎
、カラーブリードの評価：◎であった場合には、印字品質がどれほどよくても吐出が非常
に悪いので、総合評価は×となる。表１２に各評価の結果をまとめて示した。
【００６４】
【表１２】
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【００６５】
表１２から、実施例で調製されたインクジェット記録用水性インクは、記録ヘッド内への
初期導入性が良好であった。また、実施例で調製されたインクジェット記録用水性インク
を用いることで、シャープなラインエッジと、カラーブリードに対する優れた低減効果を
得ることができた。一方、比較例で調製されたインクジェット記録用水性インクは、記録
ヘッド内への初期導入性が悪かったり、これを用いたときにフェザリングやカラーブリー
ドが発生したりした。これにより、上記式（１）で表される界面活性剤又は上記式（２）
で表される界面活性剤とジプロピレングリコールとはそれぞれ単独で使用されても得られ
る効果が少なく、併用することによって記録ヘッド内への初期導入性が良好であり、フェ
ザリング、カラーブリードを充分に低減できるインクを得ることができることが確認でき
た。
【００６６】
【発明の効果】
本発明は、上述の構成よりなるので、記録ヘッド内への初期導入性が良好であり、かつ、
フェザリング及びカラーブリードを同時に低減でき、普通紙に記録しても鮮明なカラー記
録を行うことができるインクジェット記録用水性インクを提供することができる。
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